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築こう明日の大和を─自治基本条例─

市
民
が
主
体
と
な
り
、
昨
年
１０
月
か
ら
素

案
づ
く
り
を
進
め
て
い
る「
自
治
基
本
条
例
」

を
、よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

8
月
9
日
、「
自
治
基
本
条
例
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
あ
い
に
く
の
台
風
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
参
加
者
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

初
め
に
、
市
勢
な
ど
を
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介

し
た
後
、「
大
和
市
自
治
基
本
条
例
を
つ
く

る
会
」（
以
下
つ
く
る
会
）
学
識
経
験
者
メ

ン
バ
ー
の
牛
山

う
し
や
ま

久
仁
彦

く

に

ひ

こ

明
治
大
学
政
治
経
済

学
部
助
教
授
が
「
大
和
市
の
自
治
基
本
条
例

と
新
し
い
分
権
自
治
体
」
と
題
し
、
地
方
分

権
時
代
の
自
治
体
行
政
と
自
治
基
本
条
例
の

内
容
や
位
置
づ
け
に
つ
い
て
、
市
民
と
の
関

係
を
交
え
な
が
ら
講
演
し
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、「
つ
く
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー

が
、
こ
れ
ま
で
の
同
会
の
取
り
組
み
な
ど
を

寸
劇
で
披
露
し
ま
し
た
。

第
2
部
で
は
、
神
奈
川
大
学
法
学
部
教

授
・
村
上
順

じ
ゅ
ん

氏
、
月
刊
「
地
方
自
治
職
員
研

修
」
編
集
長
・
中
嶌

な
か
じ
ま

い
づ
み
氏
、
牛
山
久
仁

彦
氏
、
土
屋
市
長
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎
え
、

公
開
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
自
治
体
行
政

の
役
割
に
つ
い
て
の
歴
史
的
な
観
点
か
ら
の

考
察
や
、
”市
の
憲
法
“
と
称
さ
れ
る
同
条

例
の
最
高
規
範
性
を
い
か
に
担
保
す
べ
き
か

な
ど
が
討
論
さ
れ
、「
自
治
と
は
何
か
？
市

民
参
加
と
は
何
か
？
な
ど
を
市
民
が
皆
で
考

え
る
と
い
う
、
条
例
を
つ
く
る
プ
ロ
セ
ス
が

大
切
」「
大
和
市
の
憲
法
と
し
て
最
高
規
範

と
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
合
意
の
深
さ
と

広
が
り
が
ポ
イ
ン
ト
」
と
い
っ
た
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

「
つ
く
る
会
」
で
は
、
平
成
１６
年
3
月
の

素
案
完
成
を
目
指
し
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、「
自
治
基
本
条
例

市
民
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
を
市
内
各
地
で
展
開
し

て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
分
権
強
化
推
進
担

当
1（
2
6
0
）
5
3
5
9
、

bunken

へ
。

「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
　
み
ん
な
の
条
例

〜
市
民
自
治
が
息
づ
く
ま
ち
〜
」

自
治
基
本
条
例
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

◎「自治基本条例市民キャラバン」
9月21日（日）午前10時～正午s生涯学習センター
9月23日（祝）午後12時～4時s渋谷学習センター
9月27日（土）午前10時～正午sつきみ野学習センター
10月1日（水）午後12時～4時s桜丘学習センター
10月4日（土）午後12時～4時s林間学習センター
10月9日（木）午後17時～9時s生涯学習センター
※自由な意見交換会です。いずれも当日直接会場へ。

5
月
6
日
の
米
空
母
キ
テ
ィ
ホ
ー
ク
の
横

須
賀
帰
港
に
前
後
し
て
、
そ
の
艦
載
機
お
よ

そ
７０
機
が
厚
木
基
地
に
飛
来
し
ま
し
た
。
そ

れ
以
降
、
航
空
機
騒
音
が
激
し
さ
を
増
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
苦
痛
と
不
安
を
訴
え

る
声
が
市
に
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
厚
木
基
地
に
起
因
す
る

諸
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
市
民
各
層
の
代

表
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
大
和
市
基
地
対

策
協
議
会
（
会
長
・
土
屋
市
長
）
で
は
、
8

月
２８
日
、
駐
日
ア
メ
リ
カ
大
使
を
は
じ
め
、

防
衛
庁
長
官
及
び
防
衛
施
設
庁
長
官
、
外
務

大
臣
等
に
対
し
、
厚
木
基
地
の
早
期
返
還
と

基
地
対
策
の
抜
本
的
改
善
に
関
す
る
要
請
を

行
い
ま
し
た
。

要
請
で
は
、
艦
載
機
を
中
心
と
す
る
航
空

機
騒
音
の
被
害
の
実
態
を
強
く
訴
え
る
と
と

も
に
、
厚
木
基
地
で
の
夜
間
連
続
離
着
陸
訓

練（
Ｎ
Ｌ
Ｐ
）の
禁
止
を
は
じ
め
、
航
空
機
騒

音
の
軽
減
お
よ
び
航
空
機
の
安
全
対
策
の
徹

底
、
国
の
住
宅
防
音
工
事
の
拡
充
、
さ
ら
に

飛
行
計
画
や
騒
音
状
況
等
の
情
報
の
公
表
な

ど
を
強
く
要
請
し
ま
し
た
。

市
は
今
後
と
も
、
基
地
に
関
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
対
し
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、市
役
所
基
地
対
策
課
基
地
対

策
担
当
1（
2
6
0
）5
3
1
0
、

k
ic
h
i

へ
。
な
お
、
騒
音
に
関
す
る
国
な
ど
へ
の
苦

情
の
Ｅ
メ
ー
ル
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
送
り
く
だ
さ
い
。

基
地
対
策
協
議
会
が
厚
木
基
地
の
早
期
返

還
と
基
地
対
策
の
抜
本
的
改
善
を
要
請
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防衛庁で石破長官（右）に要請する基地対策協議会のメンバー
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国
（
横
浜
防
衛
施
設
局
）
は
、
厚
木
飛
行

場
を
離
着
陸
す
る
航
空
機
の
騒
音
を
防
止
・

軽
減
す
る
た
め
、
住
宅
防
音
工
事
の
助
成
を

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
新
規
施
策
と
し
て

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
（
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
）
事
業
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
家
庭
を

募
集
し
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
過
去
に
住
宅
防
音
工
事
を

施
工
し
た
住
宅
に
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

（
発
電
量
積
算
計
含
む
）
と
、
住
宅
防
音
工

事
の
一
環
で
設
置
し
た
空
調
機
器
の
稼
動
電

力
量
積
算
計
を
設
置
し
、
空
調
機
器
の
消
費

電
力
を
賄
い
な
が
ら
、
毎
月
の
発
電
量
と
空

調
機
器
の
使
用
電
力
量
等
を
2
年
間
に
わ
た

り
報
告
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

施
工
費
用
は
国
が
負
担
し
ま
す
。

《
対
象
》

図
の
斜
線
区
域
内
で
、
昭
和
５３
年
度
ま
で

に
防
音
工
事
を
実
施
し
た
住

宅
で
、
次
の
四
つ
の
条
件
を

満
た
す
場
合
。

①
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が

設
置
可
能
な
住
宅（
設
置
の
可

否
は
、
現
地
調
査
の
上
決
定
）。

②
防
音
工
事
で
設
置
し
た
空

調
機
器
を
、
防
音
区
画
の

維
持
さ
れ
た
部
屋
で
稼
動

さ
せ
て
い
る
。

③
移
転
・
建
て
替
え
の
計
画

が
な
い
。

④
毎
月
、
発
電
量
お
よ
び
使

用
電
力
量
等
の
報
告
を
2
年
間
継
続
し
て

い
た
だ
け
る
。

※
住
宅
の
形
状
な
ど
に
よ
り
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
が
設
置
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

《
補
助
金
の
額
》

国
の
標
準
仕
様
で
施
工
す
る
場
合
は
、
国

か
ら
1
0
0

の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
同
時
に
屋
根
の
ふ
き
替
え
な
ど
、

住
宅
防
音
工
事
以
外
の
工
事
を
す
る
場
合
は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
別
途
契
約
し

て
く
だ
さ
い
。

《
申
し
込
み
方
法
》

と
　
きs

9
月
３０
日（
火
）、
１０
月
１
日（
水
）

午
前
１０
時
〜
午
後
5
時

と
こ
ろs

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
深
見
西
１

―
3
―
１７
）

申
し
込
み
は
原
則
と
し
て
住
宅
の
所
有
者

に
限
り
ま
す
。
や
む
を
え
ず
代
理
人
に
よ
る

申
し
込
み
を
す
る
場
合
は
、
必
ず
押
印
さ
れ

た
委
任
状
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

工
事
は
国
の
補
助
金
交
付
決
定
後
で
な
い
と

着
手
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
事
業
は
、
住
宅
防
音
工
事
と
同
様
、

皆
さ
ん
が
国
（
横
浜
防
衛
施
設
局
）
に
補
助

金
の
交
付
を
申
請
し
、
ご
自
分
で
設
計
事
務

所
や
工
事
請
負
業
者
を
選
定
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
保

証
内
容
が
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の

で
、
選
定
は
十
分
検
討
し
て
慎
重
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

最
近
、
一
部
の
工
事
請
負
業
者
に
よ
る
巧

妙
で
強
引
な
勧
誘
が
あ
る
と
の
情
報
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
は
特
定
の
工
事
請

負
業
者
を
指
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

都
合
に
よ
り
期
間
中
に
申
し
込
み
が
で
き

な
い
か
た
や
問
い
合
わ
せ
は
、
横
浜
防
衛
施

設
局
1
0
4
5
（
2
１
１
）
7
１
１
3
ま
た

は
、
座
間
防
衛
施
設
事
務
所
1
（
2
6
１
）

2
0
6
3
へ
。

パ
ー
セ
ン
ト

住
宅
防
音
工
事「
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
事
業
」
募
集
の
お
知
ら
せ
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中
学
校
総
合
体
育
大
会
全
国
大
会
と
関

東
大
会
に
出
場
す
る
選
手
の
壮
行
会
が
、

8
月
5
日
、
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
で
開
か

れ
、
選
手
た
ち
は
市
職
員
や
来
庁
し
た
市

民
か
ら
大
き
な
拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

●
全
国
大
会
出
場
選
手
（
敬
称
略
）

高
橋
舞（
光
丘
中
3
年
・
陸
上
）、
藤
原
杏あ

ん

奈な

（
同
3
年
・
陸
上
）、小
椋
麻
衣（
同
3

年
・
陸
上
）、
佐
藤
茉
里
奈

ま

り

な

（
同
3
年
・
陸

上
）、
菊
間

き

く

ま

亮
平（
鶴
間
中
2
年
・
水
泳
）、

立
石
裕
太
郎（
引
地
台
中
3
年
・
水
泳
）。

●
関
東
大
会
出
場
選
手
・
部

原
田
朋と

も（
光
丘
中
3
年
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）、

中
丸
知
子（
同
3
年
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）、

西
川
紘
史

ひ
ろ
ふ
み

（
同
3
年
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）、

小
松
大
将

だ
い
す
け

（
同
3
年
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）、

山
口
美
紀
（
同
１
年
・
剣
道
）
、
仲
倉

理
亜
子

り

あ

こ

（
渋
谷
中
3
年
・
水
泳
）、
渋
谷
中

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
、
松
田
愛
里

あ

い

り

（
つ

き
み
野
中
2
年
・
陸
上
）
、
吉
井
優
実

（
同
2
年
・
水
泳
）、
つ
き
み
野
中
男
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
有
田
奈
央

な

お

（
鶴
間
中
１

年
・
陸
上
）。

な
お
、
原
田
さ
ん
と
中
丸
さ
ん
は
同
大

会
で
第
3
位
に
入
賞
し
、
全
国
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。

◇

問
い
合
わ
せ
は
、市
教
育
委
員
会
総
務
課
庶
務

調
整
担
当
1
（
2
6
0
）
5
2
0
3
、

kyousou

へ
。

全
国
・
関
東
大
会

出
場
選
手
の
壮
行
会
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